
 

  

2024年度 研究計画書を作ってみよう～看護研究の基礎から学ぶ～ 研修概要 

 

１．目 的：看護研究を理解し、研究遂行に必要な基礎的能力を修得する。 

臨床現場における自らの興味・関心をもとに選択した看護研究論文の精読を通して研究課題を

明確にし、研究計画書を作成する。 

 

２．目 標：1）看護研究の遂行過程を理解する。 

2）看護研究における倫理と倫理的配慮を理解する。 

3）研究に必要な研究論文を的確に検索できる技術を習得する。 

4）論文の精読を通して研究課題を焦点化する。 

5）焦点化した研究課題を解明するための実現可能な研究計画書を作成する。 

 

３．対 象：看護研究に取り組む予定の看護師・保健師・助産師  30名 

 

4．講義形態：集合研修  (会場:ながさき看護センター) 

 

５．日程及び内容   

回 日   時 内       容 講師／演習支援者 

事前課題① 
1.所属する施設または部署において看護研究に取り組むべき、課題があるか。 

2.上記について、なぜ課題と考えたか。 

1 
7/25 

(木) 

9:20～ オリエンテーション 

9:30 

～ 

15:30 

講義 「看護研究の基礎的知識」 

・看護研究の意義 

・看護研究の遂行過程 

・研究計画書の構成要素と作成方法 

・倫理と倫理的配慮 

・文献の種類と文献検索方法 

演習 

・文献検索の方法 

大重育美／三重野愛子 

長崎県立大学 

事前課題② 
1.看護研究に取り組む課題について、5編程度文献検索してみる。 

2.上記から 1編の先行研究を検討し第 2回の研修に参加する。 

2 
8/7  

(水) 

9:30～ 

12:30 

講義 「文献検索と先行研究分析の実際」 

・受講者の先行研究分析の確認 大重育美／三重野愛子 

長崎県立大学 
13:30～ 

15:30 

演習 グループワーク 

・グループ(5-6人/G)意見交換 

事前課題③ 
1.自身の課題に沿った先行研究分析をもとに研究計画書を作成 

2.上記を持参し第3回の研修に参加する。 

3 
8/21 

(水) 

9:30 

～ 

15:30 

講義 「:研究計画書の実際」 

・受講者の研究計画書から計画の立て方を確認 

演習 グループワーク 

・グループ(5-6人/G)意見交換 

大重育美／三重野愛子 

長崎県立大学 

 

６．その他  

・事前課題の書式、提出方法については、メールでお知らせいたします。 
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